
ラーメン丼の模様としてお馴染みのこちら。その名の

通り、雷雨を表した模様で、五穀豊穣や魔除けの意

味があるとされている。その歴史は古く、中国では殷

の時代、日本では弥生時代から存在していることが

分かっている。後の日本では能装束の地紋にも用い

られるようになった。なお、雷紋を初めて丼に描いた

のは1909年創業の陶器卸店「小松屋」とされている。

正式名称は？
アレの

雷紋が描かれた能装束は
雷のイメージの通り荒 し々く迫力のある
役柄に使われることが多い。

　　：雷紋
（らいもん）

春号

役立つ情報が満載！

2015年に国連サミットで採択されたSDGs。世界各国の開発
目標として環境保護や教育分野などさまざまな分野で取組み
が進む中、私たちの日常生活の中でも身近に感じられる事例が
増えてきました。
本誌P6～P9にて、SDGsを身近に感じられる事例や知識をご
紹介しています。ぜひご覧ください。

2 What’s your name? ～アレの正式名称は？～／雷紋

3 スペシャルインタビュー 追い風、向かい風 ／杉本 昌隆さん　棋士

6 読者の皆さまに代わって体験レポート   金継ぎ
8 免疫力UP！メソッド  腸内フローラが整う食事術で免疫力を高める!

●共済組合からのお知らせ

10 支部運営審議会の報告

11 令和4年度予算・事業のあらまし

12 令和4年度 公立学校共済組合東京支部の
 保健事業について

14 人間ドックのお知らせ

16 医療費の返還について

17 給付金の受取口座変更手続について

18 海外で治療を受けたとき

19 出産したとき

20 高額療養費のご案内

21 第三者加害行為／公務災害・通勤災害

22 療養費・家族療養費

24 傷病により休業中の方へ

25 新たに組合員になられた皆さまへ

26 育児休業等から復職される方へ

28 令和4年度　貸付事業のご案内

31 質の良い睡眠につながる食習慣について

32 令和3年度末に退職される方の退職後の
 健康保険について／
 年度初めの被扶養者手続を忘れずに

33 令和3年度末に退職される方の健康保険
 の手続について／組合員の皆さまへ

34 令和4年度「こころの相談」利用方法および
 相談室設置場所のお知らせ

35 かがやきメイト通信

●東京都教育委員会からのお知らせ

30 東京都教育委員会
 メンタルヘルス対策事業のご案内

36 世界の祭り［プレゼントクイズ］

●新海誠(しんかい・まこと)　アニメーション監督
1973年生まれ、長野県出身。2002年、個人制作の短編作品『ほしのこえ』で商業デビュー。以降『雲のむこう、
約束の場所』『秒速5センチメートル』『星を追う子ども』『言の葉の庭』を発表。2016年公開の『君の名は。』は記
録的な大ヒットとなり、2019年公開の『天気の子』も観客動員数1,000万人突破、国内外で高い評価を得ている。

今 号 の 表 紙
SDGs［ミニコラム］

新海誠監督作品／映画『秒速5センチメートル』より

【ストーリー】
小学校の卒業と同時に離ればなれになった遠野貴樹
と篠原明里。二人だけの間に存在していた特別な想
いをよそに、時だけが過ぎていった。そんなある日、大
雪の降るなか、ついに貴樹は明里に会いに行く……。
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棋士M A S A T A K A  S U G I M O T O

Special Interview

杉本　昌隆

「挑戦」は

若い人の特権ではない。
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れだ」と指し示すことがあってはならないというのが私の考え

です。導く必要があるときは「私ならこの手を選ぶけど、君な

らどの手を選ぶ？」と問いかけるように心がけています。実際、

弟子の選んだ手のほうが優れていることはありますから。その

いい例が、2018年に行われた私にとって初の師弟対決だと

言えるでしょう。相手は、当時15歳の弟子、藤井竜王（当時

六段）でした。彼の強さはよく理解しているので、私は事前に

研究を重ね、あらゆる場面を想定し、本気で臨みました。しか

し、ある局面で藤井竜王は私の想定外の手を選んだのです。

それを機に私は致命的なミスを犯してしまい、投了（負けを認

め相手に伝えること）しました。

　将棋には、得点制やタイムを競うスポーツのように「惜し

い」という結果がありません。しかも負けを自ら認め、「まいり

ました」と声に出し、対局を終えることがルールになっている

ため、負けるとひたすら悔しいんです。私も若いころは負ける

たびに悔しさのあまり扇子を折っていました笑。ただ、師弟対

決に関して言えば「自分が負けること＝弟子が勝つこと」であ

り、それは自分の弟子が師匠を負かすほどの強い棋士になっ

た証拠でもあるので、悔しさよりも感慨深さの方が大きいで

すね。

50歳での昇級を叶えた
2つの大きな原動力

　20代のプロと50代のプロだったら、かなりの高確率で、

ひらめきや体力で優る20代が勝つのが将棋の世界。そうい

う意味で、私が50歳で昇級したことは非常に珍しいことでし

た。当時、私がいたC級1組のリーグ戦には約40人がいて、

藤井竜王（当時七段）を含め、大半が伸び盛りの若い棋士た

ち。2つしかない昇級枠を争う相手に、私をマークしていた

人はいなかったはずです。そんな中で挑戦する原動力になっ

師匠の一言が
私の大きな勇気になった

　私の地元である愛知県を代表する板谷進九段に弟子入り

し、奨励会に入会したものの、すぐに高い壁に直面しました。

奨励会は6級からスタートし、21歳までに初段、26歳まで

に四段をクリアできなければ退会を余儀なくされます。私は

5級に上がるのに2年7か月も要してしまい「プロになる素質

がないのかもしれない」と自信を失いかけていました。そんな

時、師匠が「心配するな。そのうちに強くなる」と声をかけて

くださり、その一言が私の大きな勇気になりました。常に安

心感を与えてくださる師匠のおかげもあり、私は21歳で四段

に昇段しプロ棋士に。しかし、プロになった姿を師匠にお見

せすることはできませんでした。師匠は、私が19歳の時、47

歳という若さで病気で急逝されてしまったんです。もっと将棋

を指したかっただろうな、もっとたくさんの弟子を育てたかっ

ただろうな、そんな気持ちもあって、私は31歳で弟子を取る

決意をしました。

将棋には正解がないから
導くときは「問いかける」

　現在、藤井聡太竜王を含め、弟子は13名います（2022

年2月末現在）。指導する立場として、常に意識していること

は「上から目線にならないこと」。将棋には正解がありません。

私が思っている正解が必ずしも正解とは限らないのです。正

解がないにもかかわらず、年長者からの忠告として「正解はこ

たものは2つ。1つはやはり藤井竜王の存在です。「弟子が誇

りに思えるような将棋を指したい」との思いが、大きな原動

力になりました。もう1つは当時小学3年生だった息子の一

言。ある日、息子が「パパは昔、B級1組にいたんでしょ？」と

言うわけです。私は2015年度に降級してC級1組にいたの

で、息子のその言葉で私の闘志に火がつきました。「父親とし

ていいところを見せる」との思いが確固たるモチベーションと

なり、昇級につながったのだと思います。

　「挑戦」は若い人だけの特権ではありません。人はいくつに

なっても自分が変わりたいと思えば変われます。私は今53歳

ですが、これから先も1局でも多く勝ちたいし、皆さんを楽し

ませる将棋を指していきたいと思っています！

S p e c i a l  I n t e r v i e w

教室も持っているので、複数の将棋盤と駒のセットを所有していま
すが、これが一番のお気に入り。理由は、弟子との研究会でもよく
使っていて愛着があるから。将棋盤は厚くなるほど値が張ります。駒
は彫られた文字部分に流し込んだ漆が、面部分よりも盛り合がって
いる「盛上駒」というものが高価なものになります。とはいえ、将棋
を始めるのに盤と駒は必ずしも必要ではありません。興味のある方
はスマホのアプリで始めるのも「手」ですよ！

わ たし の『ダイス キ！』

「「将棋盤と駒将棋盤と駒」」

プレゼントクイズ（P36）正解者の中から抽選で8名様に、直
筆サイン本『天才少年棋士を育てた杉本師匠！将棋の「しょ」
の字も知らない私を、将棋ができるようにしてください！！』
と、対局中によく食べるという、カンロ 「健康のど飴たたかう
マヌカハニー」をプレゼントします。ふるってご応募ください!

とっておきの手土産をプレゼント！杉本昌隆さん

担任教師の一言で
学校に居場所を見つけられた

　小学校のころは、休み時間になると教室で本を読んでいるよう

な少年でしたね。漫画も好きで、藤子不二雄作品は一通り読ん

でいると思います。高学年になると推理小説が好きになり、お気

に入りは江戸川乱歩でした。将棋との出会いは7歳の時。父から

教わったいろいろな卓上ゲームの中に将棋も含まれていて、駒に

特性があることを知り、がぜん興味が湧きました。その約半年後、

アマチュアの将棋大会に出た際に、審判長をされていたのが、後

に私の師匠になる板谷進九段だったんです。その姿を見て「大好

きな将棋を仕事にできるなら自分もプロになりたいな」と思ったこ

とを覚えています。

　プロになるための年齢制限がある将棋界においては、早いうち

に弟子入りし、師匠の推薦を受け、奨励会（プロ棋士養成機関）

の入会試験に合格しなくてはなりません。私は小6で入会しまし

た。入会後は月に2回、東京または大阪で行われる「例会」で研

鑽を積み、昇級を重ね、リーグを勝ち抜くというのがプロへの道

のりなんです。現在の例会日は土日に設定されていますが、当時

は平日だったため、学校を休む必要がありました。中学生になる

と、休むことをよしとしない雰囲気が学校側にあり、いつも居づら

さを感じていました。そんな気持ちで中3になり、新しい担任の先

生に例会日について伝えたときのこと。その先生は「学校として快

諾はできないけれど、あなたの年齢で自分の将来を見据え、目標

を定め、そこに向かって努力をしていることは素晴らしいことです。

個人的には応援します」と言ってくださったんです。中学校で自分

の居場所をやっと見つけられた瞬間でした。

2018年3月8日、第68期王将戦で対局し、千日手指し直し局（引き分けとなり最
初から指し直すこと）に臨む杉本昌隆七段（右）と藤井聡太六段（肩書は対局当時）。
なお、将棋界では公式戦で弟子が師匠に勝つことを「恩返し」という。

杉本・昌隆 ｜すぎもと・まさたか｜

公益社団法人 日本将棋連盟 棋士。1968年11月生まれ。愛知県名古屋市
出身。1980年、6級で故・板谷進九段の門下となる。1990年10月1日
四段。2002年5月、第20回朝日オープン将棋選手権準優勝。2019年2
月22日、七段昇段後公式戦で190勝を挙げ八段に。第77期順位戦では
9勝1敗で、50歳でのB級2組昇級を果たす。杉本昌隆将棋研究室を主宰
し、後進育成にも注力。藤井聡太竜王の師匠として知られる。2021年よ
り日本将棋連盟非常勤理事を務める。2022年1月、公式戦通算600勝を
達成した棋士に贈られる「将棋栄誉賞」を受賞。将棋の戦術書は15冊以上
に上り、近著の『天才少年棋士を育てた杉本師匠! 将棋の「しょ」の字も知
らない私を、将棋ができるようにしてください!!』（ソレイユ出版）は初心
者にも分かりやすいと好評。

提供：日本将棋連盟

4 5


	564_p03
	564_p04_05

